
こども食堂「にこにこ清風食堂」を訪問しました。

2020年 9月 17日(木) 
                                   国際ソロプチミスト町田

                                   会長 柴﨑亜紀子

2020年 9月 17日（木）、町田市金井所在の特別養護老人ホーム清風園が、地域ボランティアの力を借
りて、社会貢献事業の一環として開始された、こども食堂「にこにこ清風食堂」へ訪問しました。

今や、こどもたちの孤食をなくすため、全国的に広がりを見せている「こども食堂」ですが、「にこに

こ清風食堂」は、2016年 6月に発足し、町田市では第 1号となります。                
国際ソロプチミスト町田は、2016年 5月より、町田市こども生活部子ども家庭支援センターの職員様
と開設に向け検討会議を実施し、2018年度から満 5年間の支援期間と定めて支援させて頂くことを決定
しました。

「子どもの孤食を減らしたい」という一心で始めた活動でしたが、初年度より、多くの子どもたちが集

まり、地域ボランティア、玉川学園大学教育学部の皆さんにより、ハロウィン食事会、クリスマス会等の

工夫を凝らしたプログラムが提供されています。今年は、コロナ禍での開催となり、月に一度の開催とな

っていますが、訪問した当日も小学校 1年生、3年生の姉弟 2名が元気に来園していました。
市の寄付金も、国の助成金も頂かずに、寄付金で運営されている同食堂が、今後、益々必要不可欠にな

ってくる昨今の教育事情ですが、グループホームの高齢者との交流や、学生ボランティアによる宿題や

遊びの支援、全員で夕食を食べることなど、子どもの社会性や相手を思いやる気持ち、生きていく力を養

う場所として、子どもたちの将来に大きな影響を与えているものと、改めて認識させて頂きました。

社会福祉法人賛育会 清風園

施設長 北川達三様、木口圭子様、 

ボランティアの皆様と一緒に施設内

を見学させて頂きました。



遠方からのボランティア大学生さんが教育実習をかねて食事作りに応援に来てくれていました。

今日のメニューは、カレーライス、サラダ、デザートにみかんです。    

 コロナ禍ですが、姉弟 2名の来園で少し賑やかになりました。









平成 29年７月 15日発行
支援活動の決定に伴い「町田ジャーナル」に大きく掲載されました。      


